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取手市環境審議会　会議録 

 
件 名 令和７年度第４回取手市環境審議会

 開催日時 令和８年３月２４日（火）1５：０0～１６：００

 場 所 取手市役所新庁舎３階３０１・３０２会議室

 
出席者

○環境審議会委員：７名 

●事務局：10 名

 会議の 
公開・非公開

原則、公開とする。

  

令和７年度第４回取手市環境審議会 

【次第】 

１．開会　 

２．委嘱状交付 

３．あいさつ 

４．答申事項 

（１）地球温暖化防止実行計画（区域施策編・事務事業編）（改定案）について 

（２）取手市一般廃棄物処理基本計画（改定案）について 

５．協議事項 

（１）令和８年度取手市一般廃棄物処理計画（案）について 

６．その他 

（１）取手市土砂等による土地の埋立て等の規制に関する条例の一部改正及びパブリック

コメントの延期について 

７.閉会 

 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

【内容】 

１．開会 

委員の半数以上が出席していることから、取手市環境審議会条例第６条第２項に基づき、

会議が成立していることを報告。 

 

２．委嘱状交付 

 

３．あいさつ（中村市長） 

 

４.答申事項 

（１）地球温暖化防止実行計画（区域施策編・事務事業編）（改定案）について 

（２）取手市一般廃棄物処理基本計画（改定案）について 

上記２件の計画について、同計画は適切であること、また計画推進にあたっては計画

の内容等を市民等に十分に周知し、着実な実施に努めることを期待する旨の答申書

外部用
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 を会長から市長に交付した。 

 

５．協議事項 

（１）令和８年度取手市一般廃棄物処理計画（案）について 

・配布資料に基づき事務局が説明し、委員が質疑応答を行った。 

 

【委員からの質疑および事務局からの回答】 

○委員 

家庭系ごみの処理手数料の有料化導入によるごみ袋の値上げを検討しているといっ

た話が以前あったが、その後の進捗はどうか。 

●事務局 

現時点では具体的な実施方針は決まっていない。 

 

○委員 

一時多量ごみとは具体的に何を指しているのか。 

●事務局 

引っ越しや遺品整理などで発生する一時的に出る多量ごみを指している。 

 

○委員 

常総環境センターへの年間搬入予測量について、予測どおり不燃ごみを搬入すること

は可能なのか。 

●事務局 

令和６年１０月に常総環境センターで発生した不燃ごみの処理ラインでの火災により、

不燃ごみの搬入量には限界がある。そのため、現在は外部搬入などをして対応してい

る状況である。 

 

○委員 

今後、キエーロの普及啓発を進めていくとのことだが、現在 NPO 緑の会で実施して

いる生ごみ回収やたい肥化事業との調整が必要なのでは。 

●事務局 

市民の皆さまに生ごみを減量するための新たな選択肢の一つとして、キエーロを検討

してもらえたらという試みであることから、現時点では調整は行っていない。 

 

○委員 

キエーロの普及啓発について、今後の具体的な進め方は。 

●事務局 

キエーロの考案者を講師として招き、キエーロの基本的な使い方や魅力を伝える講演

会を５月に実施する予定である。また、キエーロのモニター調査を６か月間実施し、使

用者の方から意見を募る。 
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 ○委員 

令和７年４月から不燃ごみの分別方法が変更になったが、どのような効果があったの

か。 

●事務局 

金属類・割れ物はもともと回収量が多いわけではなく、ごみ分別や減量の効果は乏し

かった。更なる分別徹底を図るため、周知啓発に努めていきたい。 

 

○委員 

金属類・割れ物の回収週はなぜ第４週から第３週へ変更になったのか。 

●事務局 

第４週の場合だと１２月の最終週が金属類・割れ物の回収となることに加え、年末年始

のごみ回収の休みが重なり、プラスチックごみが長期間出すことができなくなってし

まうといった意見を広く頂戴したため、今回、第３週への変更にいたった。 

 

○委員 

LINE 市役所の登録者数はどのくらいか。 

●事務局 

取手市 LINE 公式アカウントの登録者人数が約１8,０００人あり、そのうちごみリマイ

ンダーの登録者は２８０人（令和８年３月２４日時点）である。 

 

○委員 

令和８年度のし尿の予測排出量について、過年度の実績値と比較して増加しているの

はなぜか。 

●事務局 

令和７年度の４月から１月までの実績、係数、人口調査の予測値から龍ケ崎地方衛生

組合にて算出したものを用いているため、若干の数値の乖離はあるものと考えられ

る。 

 

○委員 

予算の見込みが過剰となることで弊害などが生じるのではないか。過年度の実績値

と比較して、より予測値の精度を高めることができれば今後の予算編成に役立つの

では。 

●事務局 

参考にさせていただきたい。 

 

６．その他 

（１）取手市土砂等による土地の埋立て等の規制に関する条例の一部改正及びパブリッ

クコメントの延期について 

・配布資料に基づき事務局が報告を行い、委員が質疑応答を行った。 
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 【委員からの質疑および事務局からの回答】 

○委員 

なぜ延期となったのか。 

●事務局 

申請者の欠格要件の精査に時間を要しているため。 

 

7．閉会


